
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本共産党市議団は、市民が

安心して受けることのできる

PCR 検査センター開設を要

望し続けてきました。 

９月の議会最終日、補正予算

審議で清瀬市との合同設置の

センター概要が見えてきまし

た。 

「自分が無症状の感染者かも

しれない…」と、教育・福祉・

介護施設等で働く方からは、

安心して働く為の検査を求め

る声も届いています。 

 

対象者：医師が検査を必要と

認めた方 

場 所：非公表 

時 期：１０月中に開設予定 

費 用：自己負担なし 

検査方法：自己採取による 

唾液検査 

検査人数：最大１日３０名 

交通手段：自家用車または交

通機関利用。他、送

迎手配を検討中 

早期の実施と対象拡大を求め

ていきます。 

活動報告・今後の日程 

９月１８日（金） 

２０区市民連合結成集会に

Zoom で参加 

 

 

 

 

 

 

市民連合 広渡清吾さん（右）、

日本共産党 宮本徹衆議院議員 

（中）、立憲民主党 菅直人衆議

院議員(左)。共闘による政権交

代の展望が熱く語られました。 
（裏面に続く…） 

 

１０月１８日（日） 

東村山を変える超党派議員連

盟による議会報告会 

６月議会の報告会に続き、２回

目となる報告会を開催します。 

１3 時 30 分～東村山駅西口 

サンパルネコンベンションホール 

★Zoom 参加もできます。参加ご希

望の方は、下記アドレスまでご連絡

ください。 

jcp.higasimurayama.sigidan 

@gmil.com 

 

２０１３年「子どもの貧困対

策の推進に関する法律」が国

会で成立しました。 

これは、「生まれ育った環境に

左右されずに、貧困状況にあ

る子どもが健やかに育つ環境

を整えること」とされ、各自治

体には状況に応じた施策の策

定と実施の責務があり、２０

１９年の改定により、その計

画策定が努力義務となりまし

た。 

 

 

コロナにより、一層経済格差

は広がります。 

実態に合った施策には、実態

を知ることが重要です。 

ところが市は――― 

 

「２０１８年に都が行った調

査と概ね同様の傾向が見られ

る」と、調査に消極的です。 

また「貧困の連鎖を断ち切る

ために、貧困に特化した施策

が必要と考える」との質問に

対し「子育て施策を充実させ

た結果、貧困対策につながる

と考える」との答弁です。 

「２０１９年、国の貧困率は

１５．８％」との答弁もあり、

これは約６人に１人が貧困と

いう大変な状況！にもかかわ

らず、危機感が感じられませ

ん。実態が見えていないため

ではないでしょうか。 

声に出せず、なかなか表に見

えてこない貧困問題。やはり

実態調査が必要です。 

 ＜秋津事務所＞ 

秋津町４－39－71  

 ＜青葉事務所＞ 

青葉町 2－28－6  



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東村山民報 ２０２０年１０月号外 山田たか子活動紹介です。 

◇東村山民報社◇ 小松恭子 東村山市美住町１－２－５ 

（表面の続き…）東京２０区（東村山・清瀬・

東久留米・東大和・武蔵村山）では、宮本徹

議員を押し上げる共闘が進んでいます。 

いま、≪自公 対 立共≫と言われ、これま

での構図とは大きく異なり、政権交代の大き

なうねりとなっています。 

「自助・共助・公助」を強く訴える菅政権。 

≪公助≫である福祉・介護・教育など、私た

ちのくらしの公的な支えをどんどん 

壊してきた安倍政治の継承に加え、 

公助が後回しの「自己責任」を推し 

進めるような姿勢です。 

広渡さんの講演では、市民連合が目指す新し

い政治の要望が大きく４点、示されました。 

①憲法に基づく政治と主権者に奉仕する 

政府の確立 

②生命、生活を尊重する社会経済システム 

の構築 

③地球的課題を解決する新たな社会経済 

システムの創造 

④世界の中で生きる平和国家日本の道を 

再確認する 

コロナ後は、これまでとは違う社会「ケアに

手厚い社会」へ。誰もが希望を持てる社会へ。 

「東村山市の都市計画」・「東村山市の無電柱

化」等々…私たちの暮らしに関わる計画が次々

とすすめられています。 

計画の実行になって初めて知ること 

も多いのではないでしょうか。 

「市内のコロナ感染状況はどうなっている

の？」等、不安の声を伺います。 

３０年間で、３１か所から７か所へと減らされ

てきた多摩地域の保健所・相談所。東村山保健

所は多摩小平保健所に統合され、東京都の管轄

です。そのため、市は詳細を把握できないとい

う状況がうまれています。 

保健所は、公衆衛生に欠かせない公的機関です。 

コロナでは、普段から余裕の無い保健所職員は

疲弊し、緊急を要する市民はたらい回しとなり

ました。保健所数が少なく、住民のくらしから

離れていては機能しません。 

東京都２３区は各自治体に保健所があり、これ

も「多摩格差」の象徴の一つと言えそうです。 

★保健所職員を増やし、地域の保健所機能の充

実を求める署名にご協力をお願いします。 

✤山田たか子    ✤いま しんぶん赤旗 がおもしろい！ 

ツイッタ‐        日刊紙 月３，４９７円（一部売１３０円） 

             日曜版 月９３０円 （一部売２４０円） 
                     日刊紙 電子版（月 3,497円） 

核兵器全廃・根絶を目的とした条約が、２０

１７年７月７日に国連採択されて３年。条約

に５０か国が批准すると、９０日後に 

発行されます。９月３０日のマレーシアの批

准で、批准国は４６か国に。東南アジア諸国

の批准がすすみ、フィリピンのドゥテルテ大

統領も前向きです。 

原爆投下によって被爆者が苦しみ続けてい

る日本こそ、先頭に立って批准してほしいも

のです。核兵器禁止条約に批准する政府を、

一緒につくっていきましょう。 

市報やホームページによる広報を見逃されて

しまう方もいらっしゃると思いますが、パブ

リックコメント（市の政策や制度・計画等に

対する市民による意見）は、市の計画に声を

あげるチャンスです。今月半ばから、「路上喫

煙等禁止地区の新規指定」に関するパブコメ

が予定されています。ぜひ、ご参加ください。 

 

自
己 責

任 


